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は じめに (要 旨)

「証信念仏偶 (正信偶)」 は、浄土真宗の宗祖・親鸞聖人が『顕浄土真実教行証文類』「行文類」の

末尾にお示 しくださった、六十行百二十句のお歌です。私 ども浄土真宗の問徒にとっては、最も親 しみ

深いお聖教です。父は、「親鸞聖人のみ教えは全て正信偶に込められている」と申してお りました。

令和五年 (2023)は ご本山 (西本願寺)で親鸞聖人誕生八百五十年・立教開宗慶讃法要が厳修され

ます。記念の年に刊行されますご縁をよろこび、御同行とともに読ませていただこうと思います。

令和五年三月              :梯  信 晩
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6 依経 菫二重釈塑様の教え

第九章


